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今後の普及向けての提案

（１）教育委員会によるデイジー教科書の一括申請を
推進

（２）教科書出版社によるアクセシブルなEpub版の
同時出版（ボーンアクセシブル出版）



（１）教育委員会によるデイジー教科書
一括申請の推進

• デイジー教科書利用者数（ 2023年度）
約25000名

• 教育委員会・学校図書館申請数（ 2024年度）
計646団体 （参考：2024年度 全国の市町村数1,741）
利用者数の半数以上

＊日本障害者リハビリテーション協会報告より
------------------------------------------------------

• 学習面で著しい困難を示す 6.5％ 約57万人（2022年文科省調査）
• 「読む」又は「書く」に著しい困難を示す 3.5% 約30万人（ 〃 ）
• 公立学校における日本語指導が必要な児童生徒数 約69000人
（2023年文科省調査）



教育委員会による一括申請の利点

•多くの外国人の親御さんにとって申請作業は難しいと考えられ
るが、その負担がなくなる。
•デイジー教科書を知らない先生や親御さんにデイジー教科書を
つなぐことができる
•教育委員会で使い方等の勉強会や研修会をし、情報を先生同士
で共有できる
•障害者の担当部署と外国人児童生徒の担当部署の違いをまたい
で情報が共有される



（２）教科書出版社によるアクセシブルな
Epub版の同時出版

（ボーンアクセシブル出版）

デイジー教科書製作はボランティアが担っている
• 継続した製作の保証がない

製作者の高齢化・後継者不足

• 4年に一度の改訂があり、作れども作れども際限がない
• 教育の専門外のボランティアが2万人を超える児童生徒の教科
書を扱っている



出版社が合理的配慮としてアクセシブル
なEpub版を出版する

障害者差別解消法が改正され、2024年4月より事業
者による障害のある人への合理的配慮の提供が義務
化

障害のある児童生徒が教科書をデイジー化（アクセ
シブルなEpub化）をしてほしいと言えば、教科書出
版社はアクセシブルなEpub版を出版しなければなら
ない



電子書籍の環境整備

3⽉15⽇ライトハウス主催のシンポジウム「読書バリア
フリー社会の実現を⽬指して」より

• Epubがアクセシブルかを検証するツール 「Ace」
• Epubをアクセシブルに作成するためのガイド

「アクセシブル出版ナレッジベース」
•アクセシブル認証マーク 「JIS」
•電⼦書籍の著作権を守る管理システム 「LCP」
•再⽣アプリ 「トリウムリーダーThorium Reader」



教科書出版社によるアクセシブルなEpub
出版（ボーンアクセシブル出版）

•墨字本と同時にアクセシブルなEpub版（デイジー教科書）を
手に入れることができる。
•子ども自身が自分の意思で自分に合う教科書を選択することが
できる
•出版社が各自作ったEpubでも、一つの無償のリーダーでアク
セシブルな形で再生できる
•だれもが情報を共有し、学ぶ権利を保障される、インクルーシ
ブな社会の実現にむけ前進



Daisy for all


